


















































































































































































































































発明の名称 種別 出願番号 登録番号 氏名
1 アマモ場造成方法
他1件
特許 特願2012-254920 小杉知佳、
三木理、
加藤敏朗、
赤司有三
?? 演題
(学会名、開催地等）
発表年月
発表者名
(発表者名に＊印）
1 SulfideReleaseControlfromBottomSedimentsatBorrowPits
usingSteelmakingSlag
(WaterandEnvironmentTbchnologyConference,WET2012,
Tbkyo,Japan)
他42件
2012．6 O・Miki,
C・Ueki,
T.Kato
＊
10．炭素循環技術部門（第3部門）活動状況
8．外部資金の獲得状況について
（1）科学研究費補助金（研究種目、研究課題名、代表・分担等）
・基盤研究(c)(一般)、超音波を利用した氷晶形成の制御による食品の高品質冷凍技術の開発、
代表：多田幸生、分担：瀧本昭、大西元
．特別研究員奨励費、分子認識技術を用いた埋立廃棄物中レアメタルに対する新規回収法の開
発、代表・長谷川浩
・基盤研究B(一般)、生分解性キレート剤を活用した有害金属汚染土壌に対する高度洗浄技術
の開発、代表・長谷川浩
・基盤研究B(一般)、高品質フライアッシュを活用したPC橋梁・PCa製品の高耐久化への技
術開発、代表・烏居和之
・挑戦的萌芽研究、湿度差スイングを駆動源とする超低消費エネルギー型吸着式CO2分離の
可能性検討、代表：児玉昭雄
（2）政府出資補助金等（事業名、出資機関名、代表・分担等）
・平成22-24年度、農林水産省、宝石サンゴの持続的利用のための資源管理技術の開発、平成
22年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業、分担・長谷川浩
・平成24-25年度、JST、生分解性水溶性キレート剤による放射性セシウム汚染廃棄物洗浄法
の開発、復興促進プログラム(A-STEP)、代表・長谷川浩
（3）国、地方、民間等との共同研究（研究題目、機関名、代表・分担等）＜民間の場合には企業
名の記載なし＞
・鉄鋼副産物活用による海域環境修復機構の解明、代表・三木理
・微細藻類を用いた製鐵所排水処理用高効率バイオリアクター、代表・三木理
・地下水利用空調の能力シミュレーションの研究、代表・瀧本昭、分担・多田幸生
・腐植酸を用いた植物プランクトンの生長促進に関する研究、代表・長谷川浩
・環境中における放射性物質低減技術の開発、代表・長谷川浩
・鉄分供給に適した腐植酸含有物質の評価技術の確立、代表・長谷川浩
・デシカント外気処理機開発に関する研究、代表・児玉昭雄
・デシカント換気空調ユニット開発に関する研究、代表・児玉昭雄
他4件
（4）受託研究（研究題目、受託機関名、代表・分担等）
･FA高含有ポーラスコンクリートの藻場造成材としての評価及び藻場造成技術の開発、代表・
三木理
（5）企業・財団等の助成金（賞）（企業・財団等名、研究題目、事業名又は賞名、代表・分担等）
・公益財団法人鉄鋼環境基金一般研究助成、大型褐藻を用いた鉄鋼スラグの安全性評価手法の
開発、代表・三木理、他1件
（6）特許等による研究費（研究費を受ける発明の名称等）なし
（7）奨学寄附金7件
9．関連の学位論文提出数
・博士論文2本、修士論文14本、卒業論文18本
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RSET
平成24年度シンポジウム、セミナー、会議等の開催実績
|北陸
利用侭
)名）
】12／クリートヘのう
事業報告（令沢窪
Bーず
の左
)12州
???
JO
】12－$廿本機概字会2012牛次大
「安心安全な暮らしを支ジ
展望」（プログラム）①藻
の多様性､京都大学教授
固定と燃料生産、（株）デ
③藻類バイオ燃料への期イ
究所藤田朋宏氏）
（令沢大学、約50名）
千一0
ｹ細遥
②微細薄
縣牢両斤
英明慢
一基穣
凹開
)12‐=－611口 受多分ノllY砦
箒iZ|2CP成24年度北陸道路付
篝振興センター、205名
汝員セミナー｜サヌ
技術の研究開発最眉
31F
46光
?????《
改革による高度専門職業人（枡究開癸
～グリーン・イノベーションを目托
出～－サステナブルエネルギー研究
部門共催エネルギー・環境技術*
/ギーのインターネットの時代へ」
u製作所取締役副社長米川達也氏
学、約150名）
の禧
菫＃
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?? シンポジウム、セミナー、会議等
(開催地、参加者数） 開催年月
開催者名
(責任者名に＊印）
10．炭素循環技術部門（第3部門）活動状況
平成24年度のテレビ放映、新聞報道など
①志賀原発防潮堤にも活用、北国新聞、日本経済新聞他2紙、平成24年3月24日
②FA有効利用検討委員会一北陸でFAコン普及、セメント新聞、平成24年9月3日
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??
??
?
?
｢大学院改革による高度専門職業人（研究開発型人材）の育
成」事業～グリーン・イノベーションを目指す機械工学的
素養の創出～－サステナブルエネルギー研究センター炭素
循環技術部門共催エネルギー・環境技術特別講演会
｢自然冷媒による熱の応用技術」
．(株)前川製作所小松富士夫氏
(金沢大学、約150名）
｢大学院改革による高度専門職業人（研究開発型人材）の育
成」事業～グリーン・イノベーションを目指す機械工学的
素養の創出～一サステナブルエネルギー研究センター炭素
循環技術部門共催エネルギー・環境技術特別講演会
｢射出・ダイキャスト成形の冷却工程と省エネルギー」
･株式会社ファンクショナル・フルイッド代表取締役
藤岡恵子氏
(金沢大学、約150名）
日本機械学会北陸信越支部公開シンポジウム
｢エネルギーハーベスティングの最前線」
風力、水力、温泉、低温度差を利用した環境発電の現状と
課題（金沢大学サテライトプラザ）
次世代戦略拠点形成プロジェクト「グリーン・メディシナ
ルイノベーションに向けた異分野融合研究の推進」講演会
(プログラム）①鉄で海洋バイオマスを育てる、金沢大学
RSET教授、三木理②海と大地から生まれる医薬品、金
沢大学薬学系准教授、後藤享子
(金沢大学サテライトプラザ）
2012.12
2012.12
2013．1
2013.2
児玉昭雄＊
瀧本昭
児玉昭雄＊
瀧本昭
多田幸生＊
木綿隆弘
長谷川浩＊
三木理
児玉昭雄
RSET
アドバイザリーボード報告（第3部門）
I自己評価
II外部アドバイザー（国立環境研究所・理事長・大垣眞一郎様）のご意見
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研究成果の目標達成度： A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い (B)
研究開始から現在までの達成状況を評価するとともに、課題を整理・解析してコメントして下さい。(200
字程度）
本年度は、各研究課題について民間企業との連携体制の構築が大幅に推進し、ロードマッ
プの2､。stageの目標達成に向けた基礎研究も順調に進捗した。さらに、機械系・化学系・士
木系・環境系のメンバーからなる分野横断的活動（ミーティング3回、セミナー講演会11
回）も活発に実施され、本部門の分野横断的な研究連携に好影響を与えた。本年度の課題は、
3rdstage におけるフィールド実証実験にむけた大型研究予算の獲得が次年度以降になったこ
とである。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:)既ね適切C:やや不適切D:不適切(A)
前項の評価を反映させ、課題に対する計画の改善点を明示し、コメントして下さい。(200字程度）
平成24年度は、各研究課題において、ロードミマツプの2
､。
stageに掲げた目標達成に向け、
外部との研究体制の構築とともにかなりの基礎研究成果をあげることができた｡平成25年度
も基本的には平成24年度の研究計画を継続する。一方で、3rdstage以降の実証研究を推進す
るための大型研究予算の獲得が次年度以降となった。次年度は、専任教員を軸として戦略を
練り直し、大型研究予算の獲得を目指したい。
研究成果の目標達成度
??
A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い(A)
． メント(200字程度）
産業部門からの廃棄物の再利用、廃熱の有効利用、藻類バイオマス生産、環境保全など炭
素循環を巡る技術開発は、世界が必要とする重要な課題である。その課題に対し、金沢大学
の立地を生かし、地域の課題解決としても貢献できる研究を具体的に展開しており、成果を
生み出している。目標達成度は高いと判断できる。また、部門運営については、分野横断的
な活動を促進する工夫をしており、運営管理上も目標を達成していると判断できる。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:概ね適切C:やや不適切D:不適切(A)
． メント（200字程度）
成果を生んでいる現在進行中の研究内容を、次年度も継続的に展開し内容を深めようとし
ており、部門としての研究計画は適切である。
金沢大学内での基礎的な研究成果に基づき、より実証的研究に踏み出すために、競争的大
型予算の獲得を目標としていることは適切と判断できる。さらに、地元の産業界と連携し産
学協同の研究推進による予算の獲得も重要であろう。
また、研究室規模がまだ拡大途上であることもあり、外部との連携に当たり、引き続き研
究の効率的な実施が期待される。
10．炭素循環技術部門（第3部門）活動状況
回
第3部門アドバイザリーボード会合の報告
開催日時:2013年1月26日(J=)15:00～17:00
開催場所：金沢大学自然科学3号館3A314ゼミ室
RSET第3部門担当アドバイザー：国立環境研究所大垣眞一郎理事長
RSET第3部門教員：三木理、瀧本昭、児玉昭雄、長谷川浩、烏居和之、多田幸生、
汲田幹夫
プログラム：
平成24年度炭素循環技術部門活動概要報告（三木理）
研究進捗事例報告（児玉昭雄）
研究進捗事例報告（長谷川浩）
研究進捗事例報告（瀧本昭）
研究進捗事例報告、実験室案内（三木理、烏居和之、長谷川浩）
フリーディスカッション、会合まとめ
15:00-15:10
15:10-15:30
15:30-15:50
15:50-16:10
16:10-16:30
16:30-17:00
蕊塞
託
種
､鞭-‐
埜鋤聴鍵
し ー
更瓢童謹劉
????，??????
L司
司1
可
、
第3部門アドバイザリーボード会合における研究事例報告風景
大垣アドバイザーは今年度新任であり、構成メンバーと部門概要の紹介から会議を開始
した。
①研究内容に関するアドバイザーとの意見交換:第3部門におけるH24年度の研究開発内
容を報告し、構成メンバーの研究内容をご理解していただくとともに研究内容について
意見交換を行った。一例として「藻類の生長促進のためのCO2の活用について海水酸性
化の可能性の有無」の質問があり、海水酸性化を生じさせない程度のCO2の活用である
こと等を説明した｡他にも多くのご質問があり、有意義な意見交換を行うことができた。
②第3部門の活動全般に対するアドバイス：個別の研究内容に関する意見交換のあと、第
3部門の活動全般に対するアドバイスをいただいた。特に、北陸地域の特性をフルに生
かすという視点から研究を進めることが、大学の研究の独自性を明確化するとともに研
究成果の一般化も進めることにつながること（例えば、藻類の研究でも北陸地域に根ざ
した藻類の研究）や第3部門内構成メンバーによる横断的な研究協同推進の関係をさら
に強めるべきなどのご指摘があり、今後の部門の活動に反映させていきたい。
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